第２１回　第４部会（産業労働）概要

日　時　平成２１年１０月２日（金曜日）　午後６時３０分　～　午後８時

場　所　市役所　２階　第１委員会室

出席者　川田弘教（部会長）、山田正幸（副部会長）、石亀　裕、南部敏子、河村信義、大西　宏、
　　　　平　秀里、川西　悟

議題　

登別地区の観光案内　川西委員

『わくわくウォーキング』知里幸恵・眞志保の生地と野本醇「北の箱舟美術館」訪問　机上案内

・　登別市主催のバスツアーをこのような具体的な地域めぐりにすると良い

・　教育の一環として実施すべき

・　登別地区ウォーキングに是非参加したい

・　自分の住む街を誇りに思うようになって欲しい

・　個人旅行でパンフレットに無い何かに期待して来る人が増えているし要望も多い
・　住んでいる人が歩いてみようかと思う企画が良いし、これが全市観光に繋がる

自然や環境の変化

・　トンボや山ブドウなどが減ってしまった

・　大気汚染の影響なのか、昔の様子をしているが自然の仕組みが変わってしまっているのではないのか

今後へ向けた提案

・　ご当地検定を商工会議所が主催しておこなっては
　　目的　市民が郷土意識を持ち、全市観光の底上げになる
　　　　　登別の歴史の掘り起こしができる

　　内容　商工会議所が基幹産業である観光を全市に広げ経済効果へと結びつける
　　　　　全市が観光をテーマにまちづくりを実施している雰囲気をつくる

・　行政の目指す全市観光とのすり合わせをして方向を同じにすべき
　　我々は地域ごとの観光要素を探し将来に向けようとしているが、市民にご当地検定を受けようとする
　　機運を高めることが全市観光の市民意識の向上へと繋がる。その為の手段として市民にＰＲの入った
　　名刺を使ってもらう。ＱＲコードを使った携帯電話へのアクセスへと繋がっていく
　　地域の掘り起こしを行って、地域観光の流れを作るべき　
　　亀田公園に図書館があってもよいのではないのか
　　遠軽町のコスモス園や美瑛町の美瑛の丘といった観光名所があるので、札内大地にパッチワークがあ

　　ってもよいのではないか
拡大運営委員会が開催されるので多くの参加と発言をして頂きたい

次回　幌別地区の案内　11月5日　木曜日　午後６時３０分
10月18日　登別地区の「わくわくウォーキング」を実施　11時　ＪＲ登別駅　出発　部会委員に呼びかけ体験する　行程は　1時間程度　駐車場有り
